
●
県
評
と
静
岡
地
区
労
連

は
、
12
日
朝
に
JR
静
岡
駅

北
地
下
道
で
26
国
民
春
闘

全
国
統
一
行
動
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
菊
池
議
長
が

「
生
活
改
善
の
た
め
、
物

価
高
騰
を
上
回
る
月
額
３

３
０
０
０
円
以
上
、
時
給

２
５
０
円
以
上
の
賃
上
げ
」

「
い
ま
す
ぐ
全
国
一
律
最

低
賃
金
１
７
０
０
円
」

「
労
働
組
合
に
入
っ
て
、

み
ん
な
で
一
緒
に
、
賃
上

げ
交
渉
し
よ
う
」
と
訴
え
、

労
働
組
合
の
存
在
を
見
せ

て
要
求
を
実
現
さ
せ
よ
う

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
早

朝
宣
伝
行
動
は
、
11
日
浜

松
の
駅
頭
で
も
取
り
組
ま

れ
ま
し
た
。

●
全
労
災
浜
松
労
災
病
院

労
組
は
、
12
日
に
賃
上
げ

と
労
働
条
件
改
善
な
ど
を

求
め
て
終
業
1
時
間
前
ス

ト
ラ
イ
キ
を
決
行
、
27
日

に
は
、
始
業
2
時
間
ス
ト
ラ

イ
キ
を
決
行
し
ま
し
た
。
会
社

は
5
万
円
の
賃
上
げ
と
夜
勤

の
縮
小
な
ど
の
組
合
要
求
に
断

固
と
し
て
応
じ
ま
せ
ん
。
組
合

員
は
労
災
病
院
玄
関
前
で
「
世

間
並
み
の
賃
上
げ
を
し
ろ
！
長

時
間
労
働
反
対
」
な
ど
シ
ュ
プ

レ
ヒ
コ
ー
ル
で
抗
議
し
ま
し
た
。

西
部
地
区
労
連
か
ら
堀
内
議
長
、

須
部
事
務
局
長
が
ス
ト
支
援
に

駆
け
つ
け
ま
し
た
。

●
生
協
関
連
一
般
労
働
組
合

関
東
・
流
通
サ
ー
ビ
ス
静
岡
分

会
は
、
26
日
静
岡
市
内
の
配

送
セ
ン
タ
ー
で
、
月
額
１
万
円

以
上
の
賃
上
げ
へ
会
社
回
答
の

上
積
み
を
求
め
て
ス
ト
ラ
イ
キ

を
決
行
し
ま
し
た
。
ス
ト
ラ
イ

キ
に
は
23
人
が
参
加
し
、
組

合
員
は
「
物
価
高
騰
で
、
子
ど

も
を
育
て
る
の
も
大
変
だ
」

「
仲
間
が
ど
ん
ど
ん
退
職
し
て

い
く
そ
れ
を
と
め
る
た
め
に
も

最
低
1
万
円
の
賃
上
げ
は
必

要
だ
」
な
ど
声
を
上
げ
ま
し
た
。

県
評
傘
下
の
組
合
か
ら
9
人

が
支
援
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

●
国
労
静
岡
地
本
は
、
2
月

28
日
に
「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
獲

得
貨
物
総
行
動
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
国
労
東
海
本
部
・
東
海

貨
物
協
・
名
古
屋
地
本
・
静
岡

地
本
並
び
、
地
域
共
闘
の
仲
間

な
ど
、
総
勢
25
名
が
結
集
し

ま
し
た
。
静
岡
駅
北
口
地
下
道

で
、
26
春
闘
の
情
勢
・
全
て

の
労
働
者
の
賃
上
げ
・
Ｊ
Ｒ
の

安
全
安
定
輸
送
の
確
立
を
訴
え

ま
し
た
。
貨
物
会
社
で
は
、
多

く
の
職
場
で
要
員
不
足
が
解
消

さ
れ
ず
、
劣
悪
な
労
働
条
件
は

改
善
さ
れ
な
い
ま
ま
と
な
っ
て

い
ま
す
。
要
求
通
り
満
額
回
答

で
応
え
、
将
来
に
向
け
や
り
が

い
を
持
ち
、
健
康
で
安
心
し
て

働
き
続
け
ら
れ
る
労
働
環
境
を

整
え
る
こ
と
を
貨
物
会
社
に
訴

え
ま
し
た
。

●
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
通
信
産
業
本
部

静
岡
支
部
は
、
静
岡
電
電
ビ
ル

前
で
全
国
の
ス
ト
ラ
イ
キ
へ
の

支
援
集
会
を
行
い
ま
し
た
。
榊

原
静
岡
支
部
委
員
長
が
「
Ｎ
Ｔ

Ｔ
の
完
全
民
営
化
反
対
。
生
活

改
善
が
実
感
で
き
る
大
幅
賃
上

げ
を
通
信
労
組
と
と
も
に
勝
ち

取
ろ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

●
医
労
連
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
労
組
三
島

支
部
は
、
12
日
に
病
院
の
統

廃
合
反
対
や
人
事
院
勧
告
の
実

施
を
求
め
て
朝
ビ
ラ
宣
伝
を
行

い
ま
し
た
。

●
郵
政
産
業
労
働
者
ユ
ニ
オ
ン

は
、
19
日
に
全
国
一
斉
ス
ト

ラ
イ
キ
を
決
行
し
ま
し
た
。
関

東
、
中
部
、
関
西
、
四
国
、
九

州
の
15
職
場
35
名
が
ス
ト
に

突
入
し
ま
し
た
。
愛
知
県
か
ら

名
古
屋
貯
金
事
務
セ
ン
タ
ー
に

勤
務
す
る
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
1

名
が
ス
ト
に
突
入
し
ま
し
た
。

JR
名
古
屋
駅
近
く
の
JP
タ
ワ
ー

前
で
は
ス
ト
ラ
イ
キ
支
援
集
会

が
開
催
さ
れ
、
郵
政
ユ
ニ
オ
ン

組
合
員
や
支
援
者
な
ど
総
勢

30
名
が
集
結
し
ま
し
た
。
郵

政
グ
ル
ー
プ
は
7
兆
円
の
内

部
留
保
が
あ
り
ま
す
が
、
会
社

回
答
は
超
低
額
回
答
で
、
非
正

規
社
員
は
ゼ
ロ
回
答
で
し
た
。

参
加
者
は
JP
タ
ワ
ー
前
で
怒

り
の
抗
議
を
し
ま
し
た
。
西
部

地
区
労
連
堀
内
議
長
も
「
物
価

高
騰
に
見
合
っ
た
賃
上
げ
せ
よ
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

●
ユ
ー
コ
ー
プ
労
働
組
合
は
、

28
日
に
第
1
回
団
体
交
渉
を

行
い
、
組
合
員
45
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
組
合
側
は
す
べ
て

の
雇
用
区
分
で
の
ベ
ア
水
準
と

年
間
一
時
金
月
数
の
引
き
上
げ

や
、
県
別
格
差
の
縮
小
を
要
求
。

組
合
側
は
4
月
18
日
ま
で
に

に
前
進
回
答
が
無
け
れ
ば
ス
ト

ラ
イ
キ
を
決
行
す
る
旨
を
表
明

し
て
い
ま
す
。

●
地
域
の
行
動
で
は
静
岡
地
区

労
連
や
西
部
地
区
労
連
が
、
様
々

な
春
闘
行
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
西
部
で
は
大
企
業
門
前

宣
伝
を
ホ
ン
ダ
・
ヤ
マ
ハ
・

JR
浜
松
工
場
・
ホ
ト
ニ
ク
ス
・

ス
ズ
キ
・
浜
松
市
役
所
で
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
宣
伝
カ
ー
を

運
行
し
市
民
へ
春
闘
を
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。
静
岡
地
区
労
連

は
静
岡
市
や
商
工
会
議
所
へ
の

要
請
行
動
・
宣
伝
カ
ー
で
の
宣

伝
を
行
い
ま
し
た
。
11
日
に

は
、
伊
東
地
域
労
連
が
定
期
大

会
に
合
わ
せ
て
春
闘
学
習
会
を

行
い
ま
し
た
。

26
国
民
春
闘
の
後
半
は
、

労
働
組
合
の
た
た
か
い
に
よ
る

労
働
組
合
主
導
の
賃
上
げ
で
、

生
活
改
善
が
実
感
で
き
る
賃
上

げ
の
実
現
に
向
け
て
、
組
合
員

の
参
加
と
拡
大
に
全
力
を
上
げ

ま
し
ょ
う
。
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今
年
の
春
闘
の
大
き
な
焦
点
は
物
価
高
騰
を
上
回
る
賃
上

げ
と
ケ
ア
労
働
者
の
賃
上
げ
の
実
現
で
す
。
集
中
回
答
日
翌

日
の
3
月
12
日
を
中
心
に
、
国
民
春
闘
静
岡
県
共
闘
会
議
や

静
岡
県
評
加
盟
組
合
は
、
大
幅
賃
上
げ
、
底
上
げ
め
ざ
し
、

ス
ト
ラ
イ
キ
や
宣
伝
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

県評しずおか

26
国
民
春
闘
勝
利
へ

単
産
・
地
域
が
統
一
行
動

駅地下道での訴え

国労と支援者のみなさん

みんなで一緒に、賃上げ交渉しよう！

郵政産業ユニオンのスト集会
通信労組と支援者のみなさん

JCHO労組の朝宣伝

3.12

生協労連流通サービス静岡分会のスト集会

浜松労災病院労組のスト集会

ユーコープ労組の団体交渉

西部地区労連の宣伝

西
部
の
宣
伝
カ
ー

メーデー
各地の会場は
こちらから
左のＱＲコード
から確認を



憲
法
共
同
セ
ン
タ
ー
は
3

月
25
日
夕
方
、
憲
法
を
守
る

緊
急
ア
ク
シ
ョ
ン
行
動
を
行
な

い
ま
し
た
。
同
日
に
国
会
前
で

行
わ
れ
た
行
動
に
あ
わ
せ
「
静

岡
で
も
行
動
し
よ
う
」
と
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
で
の
呼
び
か
け
が
あ
り
、

す
ぐ
に
複
数
人
か
ら
賛
同
の
返

信
が
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
バ
ナ
ー
発
信

し
た
ら
、
半
端
な
い
リ
ポ
ス
ト

の
反
応
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
わ

せ
て
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
参
加
呼
び
か

け
を
行
な
い
ま
し
た
。
当
日
は

ス
タ
ー
ト
か
ら
80
人
を
超
え

る
人
が
結
集
し
、
署
名
を
お
願

い
し
た
人
が
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
参
加
す
る
な
ど
し
て
最
終
的

に
１
０
０
人
を
超
え
る
参
加
が

あ
り
、
4
月
8
日
に
も
同
様

の
取
り
組
み
が
あ
り
１
５
０
名

を
超
え
る
行
動
に
な
り
ま
し
た
。

防
衛
省
が
富
士
駐
屯
地
へ
長

射
程
ミ
サ
イ
ル
を
配
備
し
た

3
月
31
日
、
富
士
に
ミ
サ
イ

ル
や
め
て
！
の
会
が
呼
び
か

け
た
抗
議
行
動
が
各
地
で
行

わ
れ
「
ミ
サ
イ
ル
い
ら
な
い
」

「
憲
法
守
れ
」
と
怒
り
の
ア

ピ
ー
ル
を
し
ま
し
た
。
静
岡

市
の
行
動
で
は
60
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
県
下
で
は
他
に
、

富
士
駐
屯
地
に
要
請
行
動
、

三
島
、
磐
田
で
、
29
日
に
浜

松
、
御
殿
場
で
行
動
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

富
士
に
ミ
サ
イ
ル
や
め
て
！

の
会
の
共
同
代
表
の
林
克
さ
ん

は
「
今
日
配
備
さ
れ
る
ミ
サ
イ

ル
は
、
こ
れ
ま
で
の
自
衛
隊
の

武
器
と
ま
っ
た
く
違
い
ま
す
。

直
接
北
京
や
上
海
を
攻
撃
す
る

こ
と
が
で
き
る
長
射
程
ミ
サ
イ

ル
、
こ
れ
ま
で
政
府
が
言
っ
て

き
た
専
守
防
衛
に
反
し
憲
法
で

禁
じ
ら
れ
た
『
武
力
に
よ
る
威

嚇
、
武
力
の
行
使
』
を
あ
え
て

犯
す
も
の
で
す
。
そ
れ
だ
け
で

は
な
く
、
静
岡
県
が
標
的
と
さ

れ
ま
す
。
イ
ラ
ン
の
報
道
で
私

た
ち
は
、
軍
事
施
設
の
隣
の
学

校
が
攻
撃
さ
れ
て
多
数
の
犠
牲

者
が
出
た
こ
と
を
目
の
当
た
り

に
し
て
い
ま
す
。
最
後
の
最
後

ま
で
長
射
程
ミ
サ
イ
ル
の
配
備

に
反
対
し
ま
し
ょ
う
」
と
訴
え

ま
し
た
。

「
賃
金
上
げ
ろ
！
最
賃
ビ
ッ

グ
ア
ク
シ
ョ
ン
デ
ー
」
が
行
わ

れ
静
岡
県
評
は
、
4
月
10
日

に
、
静
岡
労
働
局
長
と
静
岡
地

方
最
低
賃
金
審
議
会
会
長
宛
て

に
要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

要
請
内
容
は
「
静
岡
県
の
最
低

賃
金
を
時
間
額
１
７
０
０
円
以

上
に
す
る
こ
と
を
求
め
る
要
請
」

署
名
の
要
請
項
目
①
最
低
賃
金

を
時
間
額
１
７
０
０
円
以
上
に

す
る
こ
と
②
審
議
に
あ
た
っ
て

は
、
生
計
費
原
則
に
基
づ
き
決

定
す
る
③
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
に
対
す
る
特
別
な
財
政

措
置
を
行
う
こ
と
を
政
府
や
静

岡
県
に
求
め
る
こ
と
、
な
ど

5
項
目
で
す
。
静
岡
労
働
局

か
ら
は
賃
金
室
長
と
賃
金
指
導

官
が
対
応
し
ま
し
た
。

最
低
賃
金
を
め
ぐ
っ
て
は
、

２
０
２
５
年
改
定
で
平
均
66

円
の
引
き
上
げ
で
全
国
加
重
平

均
１
１
２
１
円
と
な
り
ま
し
た
。

発
効
日
の
先
送
り
・
分
散
化
が

強
行
さ
れ
、
群
馬
県
は
3
月

1
日
、
秋
田
県
は
3
月
31
日

発
効
と
、
基
準
の
10
月
発
効

を
大
き
く
逸
脱
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
高
市
政
権
は
、

前
の
石
破
政
権
が
示
し
た

「
２
０
２
０
年
代
に
１
５
０

０
円
実
現
」
の
方
針
を
「
政

府
が
目
標
を
示
す
の
は
無
責

任
と
し
て
、
経
済
状
況
に
応

じ
て
決
め
る
」
と
し
ま
し
た
。

全
労
連
が
行
っ
た
厚
生
労
働

省
へ
の
要
請
で
は
「
政
府
目

標
は
、
閣
議
決
定
で
あ
り
、

い
ま
も
生
き
て
い
る
」
と
し

て
い
ま
す
。

6
月
12
日
に
は
再
度
静
岡

労
働
局
へ
要
請
の
予
定
で
す
。

静
岡
労
働
局
へ
提
出
す
る
署

名
の
目
標
は
１
万
筆
で
す
。

み
な
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

い
ま
、
異
常
な
物
価
高
騰
で
、

労
働
者
・
市
民
の
暮
ら
し
が
深

刻
な
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
物
価
高
騰
に
負
け
な
い
賃

上
げ
を
勝
ち
取
る
た
め
に
静
岡

県
評
は
、
県
と
経
営
者
団
体
５

団
体
（
商
工
会
議
所
連
合
会
・

中
小
企
業
団
体
中
央
会
・
商
工

会
連
合
会
・
中
小
企
業
家
同
友

会
・
経
営
者
協
会
）
に
対
し
要

請
・
懇
談
を
行
な
い
ま
し
た
。

3
月
15
日
、
静
岡
県
労
働

雇
用
政
策
課
に
「
２
０
２
６
年

春
闘
に
あ
た
っ
て
の
要
請
」
を

行
い
、
大
幅
賃
上
げ
な
ど
６
項

目
に
つ
い
て
要
請
を
行
な
い
ま

し
た
。
経
営
者
団
体
に
は
「
異

常
円
安
と
急
激
な
物
価
高
騰
の

中
で
の
、
労
働
者
・

県
民
の
い
の
ち
と

く
ら
し
、
地
域
経

済
を
守
る
課
題
で

の
懇
談
の
お
願
い
」

と
し
て
要
請
し
懇

談
し
ま
し
た
。
各

経
営
団
体
か
ら
は

「
大
企
業
の
中
小

企
業
へ
の
発
注
価

格
の
適
正
化
が
必

要
」
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

核
兵
器
廃
絶
と
被
爆
者
援
護

を
訴
え
な
が
ら
、
全
国
と
被
爆

地
広
島
・
長
崎
を
つ
な
い
で
歩

く
２
０
２
６
年
原
水
爆
禁
止
国

民
平
和
大
行
進
が
5
月
6
日

か
ら
8
月
4
日
ま
で
実
施
さ

れ
ま
す
。
静
岡
県
内
は
5
月

19
日
か
ら
30
日
ま
で
。

ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
は
、
国
連
憲
章
も
国
際
法
も

無
視
し
て
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
へ
武
力

攻
撃
を
行
っ
た
の
に
続
き
、
イ

ラ
ン
に
対
す
る
大
規
模
な
武
力

攻
撃
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
日

本
政
府
と
高
市
政
権
は
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
に
、
防
衛
力
の
抜
本

的
強
化
を
約
束
し
、
総
選
挙
で

得
た
多
数
議
席
を
背
景
に
、
憲

法
９
条
改
悪
、
非
核
三
原
則
の

見
直
し
、
大
軍
拡
な
ど
進
め
て

い
ま
す
。
私
た
ち
は
戦
争
す
る

国
つ
く
り
を
阻
止
す
る
た
め
被

爆
者
と
と
も
に
「
核
兵
器
な
く

そ
う
」
「
憲
法
守
り
生
か
そ
う
」

「
非
核
三
原
則
を
守
ろ
う
」

「
核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
を
」

と
の
声
を
ひ
ろ
げ
、
8
月
の

広
島
、
長
崎
で
開
催
す
る
原
水

爆
禁
止
世
界
大
会
を
成
功
め
ざ

し
ま
す
。
平
和
行
進
に
参
加
し

と
も
に
歩
き
ま
し
よ
う
。
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３
月
18
日
『
「
全
国

一
律
最
賃
と
賃
金
引
き

上
げ
に
向
け
た
中
小
企

業
政
策
の
提
言
」
（
案
）

の
意
義
と
内
容
に
つ
い
て
』

と
題
し
て
、
九
後
健
治
氏
が

報
告
し
ま
し
た
。

経
済
の
好
循
環
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
労
働
者
の
賃

上
げ
と
そ
れ
を
担
保
す
る
企

業
経
済
活
動
の
活
性
化
が
必

要
で
す
。
社
会
的
な
賃
金

（
最
賃
、
公
契
約
、
公
務
員

賃
金
な
ど
）
を
引
き
上
げ
て

内
需
拡
大
を
め
ざ
す
た
め
に

は
、
労
働
組
合
と
中
小
企
業

団
体
な
ど
と
の
共
同
を
発
展

さ
せ
る
こ
と
が
、
要
求
前
進

に
つ
な
が
り
ま
す
。

全
労
連
は
こ
れ
ま
で
中
小

企
業
支
援
政
策
を
提
言
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
紹

介
し
ま
す
。
ま
ず
は
公
正
取

引
で
「
価
格
転
嫁
が
可
能
な

取
引
の
実
現
」
が
必
要
で
す
。

次
に
直
接
支
援
に
つ
い
て

は
、
中
小
企
業
が
最
も
望
ん

で
い
る
の
は
、
社
会
保
険
料

事
業
主
負
担
の
軽
減
で
す
。

さ
ら
に
引
き
上
げ
た
賃
金
そ

の
も
の
に
対
す
る
助
成
金
制

度
を
拡
充
し
ま
す
。
ま
た
消

費
税
法
の
見
直
し
と
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
の
廃
止
を
求
め
て

い
ま
す
。

そ
し
て
中
小
・
零
細
事
業

者
、
労
働
者
へ
の
し
わ
寄
せ

を
許
さ
な
い
た
め
の
行
政
体

制
確
保
や
、
中
小
企
業
へ
の

優
先
発
注
・
地
域
金
融
機
関

に
よ
る
経
営
支
援
に
よ
り
地

域
経
済
循
環
の
実
現
を
図
り

ま
す
。

26
春
闘
期
で
は
、
職
場
・

地
域
で
組
合
員
や
経
営
者
団

体
、
自
治
体
な
ど
と
の
懇
談
・

意
見
交
換
を
す
す
め
、
提
言

案
の
補
強
等
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

静岡県労働研究所 No.104

救
済
を
諦
め
な
い
こ
と

へ
の
エ
ー
ル
を
送
る
意
味

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
掛

川
市
在
住
の
Ｉ
さ
ん
は
か

つ
て
建
設
作
業
員
だ
っ
た

父
親
が
肺
の
病
気
で
２
０

０
６
年
に
亡
く
な
っ
て
お

り
、
何
ら
か
の
補
償
が
得

ら
れ
る
の
で
は
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
壁
が
多
く
茫

然
と
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

気
づ
け
ば
２
０
２
５
年
。

最
初
に
気
づ
か
さ
れ
た

の
は
時
間
の
壁
。
労
災
の

時
効
は
5
年
。
と
っ
く
に

過
ぎ
て
い
ま
し
た
。
次
に

権
利
関
係
が
否
応
な
く
消

滅
す
る
期
限
（
除
斥
期
間
）

が
20
年
。
後
数
か
月
と
い

う
と
こ
ろ
で
し
た
。
時
間

は
別
の
事
態
も
生
ん
で
い

ま
し
た
。
情
報
を
得
る
た

め
に
死
亡
し
た
掛
川
市
立

総
合
病
院
を
訪
ね
る
と
、

同
病
院
は
10
年
以
上
前
に

閉
院
。
市
と
粘
っ
た
交
渉

を
経
て
、
廃
棄
寸
前
の
入

院
時
の
カ
ル
テ
等
だ
け
が

残
っ
て
い
る
こ
と
を
突
き

止
め
早
速
情
報
開
示
。
死

亡
診
断
書
が
あ
り
診
断
医

師
が
Ｔ
医
師
、
死
因
が
び

ま
ん
性
胸
膜
肥
厚
と
い
う

ア
ス
ベ
ス
ト
由
来
の
病
気

と
判
明
。
と
こ
ろ
が
現
時

点
で
診
断
書
を
書
い
て
く

れ
る
医
師
が
い
な
い
、
普

通
所
属
科
で
別
の
医
師
が

書
く
が
既
に
病
院
そ
の
も

の
が
な
い
た
め
で
す
。
病

院
を
引
き
継
い
だ
民
間
病

院
を
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
そ

の
Ｔ
医
師
が
掛
川
で
開
業

し
て
い
る
と
い
う
情
報
を

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
早

速
Ｔ
医
師
を
訪
ね
ま
し
た

が
、
検
査
の
記
録
が
な
く

新
た
な
診
断
書
は
書
け
な

い
と
断
ら
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
し
か
し
入
院
前
外

来
で
検
査
し
診
断
し
た
と

い
う
メ
モ
書
き
を
医
師
が

見
つ
け
、
市
に
外
来
の
記

録
が
残
っ
て
い
な
い
か
問

い
合
わ
せ
、
そ
れ
が
あ
っ

た
の
で
す
。
今
そ
の
記
録

を
も
と
に
医
師
の
新
た
な

診
断
書
を
用
意
し
申
請
に

進
も
う
と
し
て
い
ま
す
。

環
境
省
の
ア
ス
ベ
ス
ト
救

済
法
に
基
づ
く
補
償
と
、

厚
労
省
の
建
設
ア
ス
ベ
ス

ト
支
給
金
で
す
。
期
限
ま

で
あ
と
6
か
月
で
す
。

平
和
憲
法
守
れ
！

富
士
に
ミ
サ
イ
ル
い
ら
な
い

宣
伝
行
動
に
１
５
０
人
超
が
集
結

労
働
組
合
と

中
小
企
業
団
体
と
の
共
同

職場の安全衛生を実現するために
静岡県安全健康センター No.114

大
変
厳
し
い
条
件
の

ア
ス
ベ
ス
ト
救
済
事
案

報
告
す
る
九
後
氏

緊急アクションの様子

ミサイル配備反対の様子

核
兵
器
の
な
い
平
和
な

日
本
め
ざ
し
と
も
に
歩
こ
う

２
０
２
６
年
原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進

3
月
25
日
・
4
月
8
日
、
県
憲
法
共
同
セ
ン
タ
ー
主
催
の
、

3
月
31
日
に
は
、
富
士
に
ミ
サ
イ
ル
や
め
て
の
会
の
呼
び
か

け
で
緊
急
宣
伝
行
動
が
取
り
組
ま
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
多
く
の
市

民
が
集
ま
り
「
平
和
憲
法
守
れ
！
」
「
富
士
へ
の
長
射
程
ミ

サ
イ
ル
配
備
反
対
」
の
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

全
国
一
律
最
賃
制
度
へ

4
・
10
最
賃
ビ
ッ
グ
ア
ク
シ
ョ
ン
デ
ー

春
闘
要
求
で
静
岡
県
・

経
営
者
団
体
と
懇
談

一コマ漫画


